
平成 29 年第 3 回 FD・SD 研修会 
書記（豊留）記録 
 
開会 
司会：平舘 善明 准教授（教育支援室） 
 今回のアセスメント・ポリシー（以下、ASP）の運用に関するテーマであることを紹介 
 
開会挨拶：栁川 久 理事 
 今回が今年度 3 回目の FD。テーマは ASP の運用。これまで 3 つのポリシーについては

既に理解をいただいていると思う。新しく制定された ASP について第 1 回の濱名先生の講

演に引き続いて今回の ASP の運用に関する講演になる。畜大は 2 回目の機関別認証評価に

よって基準を満たしているとの評価をいただいたが、次の 3 期目の機関別認証評価に向け

て大学の質保証の体制整備を大学全体で取り組んでいく必要がある。 
今回の研修会で ASP の理解を深めて、積極的な意見交換の場となることを願う。 
 

話題提供：小池 正徳 教授（教育支援室長） 
・ASP に関わる本学の取り組み－各種評価と中期目標－（資料は別添参照） 
概要のみ。 
内容はポートフォリオ（PF）の話題を中心とした。今年の 4 月入学者から導入。話は大

きく分けて 3 つ（ASP の説明：各種評価システム、特に PF：中期目標との関連）。 
雑誌記事に引き続き、大学改革支援・学位授与機構が定める評価案を示した。優れた点は

示したとおりだが、これに満足せず、更に 4 月からの協力をお願いしたい。 
ASP に関する基礎的事項の説明の後に、本学の ASP に関する説明。学修到達度調査、ル

ーブリックベースの DP 達成状況とともにスライド 7の 3つの審査方法の中心にPF がある

ことを紹介。 
PF の目標は年度の初めに設定。PF の目標設定はポータルサイトを用いて学生が行う。

学習到達度調査（アンケートおよびルーブリックベース評価）は 11～12 月に実施。ルーブ

リックベース評価は自動的に、アンケートは学生自身が行う。年度末に PF での状況確認お

よび進級判定を行う。この PF での状況確認で担任もしくは研究室配属後は指導教員の行う

仕事が増える。これら学生の自己評価・自己点検および教員による状況確認の上で大学教

育センターが DP の達成状況、最終的には DP が達成されているかどうかを確認する。 
PF のイメージについてスライド 11～14 で示された。システム完成後はポータルサイト

に掲載される予定。学修到達ルーブリック評価のイメージもスライドおよび別添資料 2 ペ

ージに示された。スライド 15 で学生の PF 目標設定および自己評価のイメージ、教員状況

確認のイメージが示された。 
ここまで学部での PF 紹介であったが、博士課程（博士前後期含む）については現在検討



中であり、示したイメージからの変更もありうる。 
スライド 20 の中心の教育推進本部については発展的解消として今後は大学教育センター

が中心となる。 
最後に中期目標との関連として、教員にお願いしたいことがスライド 21 で示された。PF

は平成 30 年度入学者から開始。シラバスやルーブリックの整備は毎年チェックを行いなが

ら拡充をしていく（最後の質疑にも話題に上がった）。新年度から 3 つの学際教育プログラ

ムが開始される。これら 3 点に協力依頼があった。 
 

話題提供：岡部 康成 特任准教授（大学情報分析室、教育支援室） 
・ASP と IR 調査 本学の状況と大学間比較（資料は別添参照） 
概要のみ。 
内容は大きく分けて二つ。最初に 3 期目の機関別認証評価の基準、何をすべきかについ

て。後半は学修到達度調査/学生行動調査の結果から畜大の現状を見る。 
前半は評価基準について。3 期目は評価基準のほぼ全てが教育関連。特に質保証のための

大学内プロセスの評価に重点が置かれている。ASP を策定し、それに基づいて PDCA サイ

クルを回すシステムと回している証拠を残す。そして、そのような運営について評価がな

される。これらを説明する資料がスライド 3 から 8。教育プログラムが何であるかは大学が

決定する。教育プログラムに責任を持つ組織（教育支援室）が定期的に分析・評価をして、

改善・向上を目指す。その前提となるデータは IR 機能が教育プログラムに提供して PDCA
を回させる。改善すべき点などを上位階層と共有等進める。その中で設けられる外部評価

などについて明文化して社会への説明ができるように証拠を残す。これらが大学評価の対

象となる。これらの点が特に説明された。スライド 9 で教育プログラムに PDCA を回す基

盤となる組織があること、その PDCA のベースとなる ASP 等があること、それらが規程等

で明文化されている必要があること、の説明が再度なされた。 
後半はアンケート結果について。解析ツールを使った多角的な解析を行った。データの詳

細は資料参照。 
 

質疑応答 
進行：平舘 准教授 
 
Q（金山先生）：岡部先生資料スライド 9 の組織を作り、評価・点検を行う、そのシステム

の構築が 6 年後に評価されると理解した。そのシステムの方向性や方針は？ 
A（栁川理事）：まだ決まっていない。ユニットが一つの教育プログラムと考えるのが妥当

か。各ユニット会議の内容を評価・点検組織として議事録等を残していくのが妥当か。新

たな 3 つのプログラムも教育プログラムと見てよい。それらを大学教育センターでまとめ

ていく。いずれにしても今後決まっていく。見える形で今後示していきたい。 



 
Q（押田先生）：シラバス、ルーブリックは今年度で完成させるのか？ 
A（小池先生）：添付資料が古いままで新しいものでは毎年チェックを行うと記載した。 
Q（押田先生）：いつまでに？全て？ 
A（小池先生）：来年度に全ては難しい。今 14％程度なので、これから上げていきたい。出

来るところからお願いして、100％に近づけていく。実習に関しても農畜産実習について作

成したので参考にして欲しい。 
 
Q（押田先生）：（入学時からむしろ能力・知識が低下したと回答したデータを示しながら）

このデータのような少数を拾って、改善をしていくという使い方になるのか？ 
A（岡部先生）：N（回答者）が少なく、この回答がどれだけ意味があるのか判断が難しい。

特に獣医はもともとの母数が少ないためにさらに難しい。 
 
Q（福島先生）：N が少ないことは今後も大きく改善されないのでは？改善されない場合、

対応はどうするか？ 
A（岡部先生）：N は徐々に増えていくと期待され、それである程度の改善が出来るのでは

ないか。在学生を含めて、回答数を見てみると在学生の回答数はやはり多い。ポータルで

の扱いにも慣れて、学生へのフィードバックを行っていけば、今後増えていくのでは。ア

ンケートが PF にも組み込まれるのでこれも徐々に上がっていく要因の一つとなると考え

られる。 
A（小池先生）：PF が完成されないので、100％やってもらう。 
 
Q（島田先生）：議事録を公開していくのか？全て公開するのか？ 
A（栁川理事）：以前、ユニット単位で FD として学部教育会議等に報告してもらっていた。

まだ明確な形ではないが、そのようにいくつかの報告を大学教育センターでまとめて公開

していくようになるのでは。 
 
Q（木田先生）：ISO22000 と似ていると感じた。SOP（Standard operating procedure）
がないので、PDCA をどう回すかが明確ではない。例えば半年に一度教育関連の会議で報

告して評価・改善をするような全体構造を明確にした方がよいと思う。 
A（岡部先生）：今年度からはルールがあって、それに基づいてやっているという Process
の評価がされる。何が教育プログラムに該当し、どういう会議が PDCA のベースになるの

か。今後これらが決まっていく。他の大学でもほとんどできていない。 
 
Q（川島先生）：教員の仕事が増えると感じた。減る部分はないのか？ 
A（小池先生）：無い。PF で良いところが見えてくるはず。 



A（平舘先生）：PF の活用でカリキュラムの効率化などにもつなげられるのではないか。 
 
Q（手塚先生）：このようなシステムがうまくいった例は国内外であるか？ 
A（小池先生）：欧米では古くから使われている。PF でこれまで以上に学生の顔が見える指

導ができると期待される。 
A（岡部先生）：基本的には欧米追従。ただ、欧米では補助金を出してシステム整備を推進

するなどの手当をしている。他にもいろいろな違い（システム以外にも文化など）がある

のでなんともいえない。システムだけ導入してもうまくいくかは正直分からない。 
 
閉会 
進行：平舘 准教授 

 



   

 

平成 29 年度第 3回 FD・SD研修会 

「アセスメント・ポリシーの運用」実施要項 

 
教育支援室 

1.日時：平成 30年 1月 29日（月）16:30〜18:00（90分） 

2.場所：講義棟大講義室 

3.内容と目的 
本研修では，本年度 7 月に行われた第 1 回 FD・SD 研修会における総論的議論を受

け，アセスメント・ポリシーに基づく各種評価の本学における具体的取り組みに焦点
を当てる。主に学習到達度試験（アセスメント・テスト）および学習行動調査，ラー
ニング・ポートフォリオ，ルーブリック評価とフィードバック，学生および教員によ
る授業評価，これらを包括する IR 等について，中期目標を踏まえた本学の現状，課題
や展望等の観点から具体的に議論する。 

4.対象：全教職員 

5.スケジュール 
司会：平舘 善明 准教授（教育支援室） 
書記：豊留 孝仁 講師（教育支援室） 

16:30〜16:35（5分） 
開会挨拶：栁川 久 理事 

16:35〜17:25（50分） 
話題提供：小池 正徳 教授（教育支援室長） 

・アセスメント・ポリシーに関わる本学の取り組み｜各種評価と中期目標 
話題提供：岡部 康成 特任准教授（大学情報分析室，教育支援室） 

・アセスメント・テストと IR調査｜本学の状況と大学間比較 

17:25〜18:00（35分） 
質疑・全体討論 
 ・本学の現状と検討すべき課題等 



アセスメント・ポリシーに関わる本学の取り組み 

―各種評価と中期目標－ 

 

教育支援室長 

小池正徳 

H29年度第3回FD・SD研修会                
H30/1/29 



今日の話 

• アセスメント・ポリシーの説明 

• 各種評価システム 

• 中期目標との関連 
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アセスメント・ポリシー 
アセスメントとは、 

狭義の意味では 

「学生を対象にした学修成果の測定」 

広義の意味では 

「教育分野だけに限らない、大学における諸活動の
効果測定」 

を意味する（浅野 2017） 

 

＊学生の学修成果の評価について、その目的、達成
すべき質的水準および具体的実施方法などについて
定めた学内の方針 （用語集・文科省） 
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１）「改善のためのアセスメント」 

「機関の自主的・自律的なPDCAの一環として
学生の学修状況」と「3つのポリシー（AP, CP, 
DP)がうまく機能しているか」を把握するため
のアセスメント （単位審査、進級審査、卒業
審査、ポートフォリオ等のツール） 

 

２）「説明責任のためのアセスメント」 

受験生・保護者・社会等が大学間の比較や評価  

6/22 



本学のアセスメント・ポリシー 

• 帯広畜産大学畜産学部では、ディプロマ・ポ
リシー（DP）に掲げる能力・資質の修得状況、
カリキュラム・ポリシーに則した学修状況に
ついて、大学教育センターの責任において以
下の3つの審査方法により評価を行います。

１．単位審査、２．進級審査、３．卒業審査 
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基盤・共通 

32単位以上 
基盤・共通 46単位以上 

展開教育  79単位以上  
展開教育  

120単位以上 

51単位以上 
各審査方法の実施時期（学部） 
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１．学修ポート  

  フォリオの目 

  標設定 

 

２．学修到達度調 

  査 

 

３．進級判定 

 

４．学修ポート 

  フォリオによ 

  る学習状況確 

  認 

9/22 



【学修ポートフォリオ】 
・カリキュラム・ポリシーの各項目の達成状況を年度毎に記入 

・単位修得した科目名やその内容，達成度について適宜記入させる 

・年度末には指導教員等が内容を確認し，到達の程度を認定する 

・学修到達ルーブリックに基づき実施 

 

【学修到達度調査】 
・1～3年次（獣医学ユニットにおいては1～5年次）及び卒業時に，選択  

 式により行う 

・学修の実施状況や達成状況等を学生が自己点検・自己評価する。 

 

【学修到達ルーブリックに基づくディプロマ 

 ポリシー達成状況の確認】 
・卒業時の学修到達度調査において，学修到達ルーブリックに基づき学  

 生がディプロマポリシーの達成状況を自己点検・自己評価する。 

・大学教育センターは，学生の自己点検・自己評価をもとにディプロマ 

 ポリシーの達成状況を確認する。 
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ポート
フォリオ 

の 

イメージ 
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分析：ディプロマポリシーは概ね順調に達成されています。自身の専門分野に偏る
ことなく学修を深めていくと更に良いでしょう。 12/22 



 

13/22 
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共同獣医課程 

１～４年次までは 

入学時の担任教員 

4年次～卒業研究担当
教員 

 

畜産科学課程 

1年次は担任教員 

2年次はユニット担任 

3年次以降は卒業研究 

担当教員がコメント
を記述する 
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16/22 



獣医学ユニット（共同獣医学課程） 17/22 



 

学位選択 

判定 

特別/課題 

判定 18/22 
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皆様にお願いしたいこと 

（中期目標との関連） 

• ポートフォリオは新年度の入学生より実
施（1年生の担任になられる先生方、どう
ぞよろしくお願いいたします） 

• シラバス、ルーブリック等（評価基準）
の整備は今年度より実施（来年度完成） 

• 新年度より新しい3つのプログラムが始ま
ります、ご協力お願いいたします 
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平成30年度入学者より始まる３つの学際教育プログラム 

 

１）国際教育プログラム 

   ウィスコンシン大学との共同プログラム 

   海外実習 TOEIC-IP 600、ディプロマ 700 

 

２）大学院進学プログラム 

        English I~V 10単位 A-以上 or  

   TOEIC-IP 650 

   4年生で大学院必修科目先取り可能 

 

３）動物医科学コース進学プログラム 

   大学院の動物医科学コース進学プログラム 

22/22 



アセスメント・テストとIR 調査
本学の状況と⼤学間⽐較

岡部康成
⼤学情報分析室

1

H29年度第3回FD・SD研修会 H30/1/29



概要
1. 第三サイクル機関別認証評価の基準

2. 学習到達度調査/学⽣⾏動調査の結果

2



林隆之 2018 「教育の内部質保証に関するガイドライン」 平成29年度⼤学改⾰⽀援・学位授与機構⼈材育成セミナー「内部質
保証ワークショップ」（平成29年度⼤学改⾰⽀援・学位授与機構⼈材育成セミナー「内部質保証ワークショップ」）資料より
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林隆之 2018 「教育の内部質保証に関するガイドライン」 平成29年度⼤学改⾰⽀援・学位授与機構⼈材育成セミナー「内部質
保証ワークショップ」（平成29年度⼤学改⾰⽀援・学位授与機構⼈材育成セミナー「内部質保証ワークショップ」）資料より
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5
林隆之 2018 「教育の内部質保証に関するガイドライン」 平成29年度⼤学改⾰⽀援・学位授与機構⼈材育成セミナー「内部質

保証ワークショップ」（平成29年度⼤学改⾰⽀援・学位授与機構⼈材育成セミナー「内部質保証ワークショップ」）資料より



林隆之 2018 「教育の内部質保証に関するガイドライン」 平成29年度⼤学改⾰⽀援・学位授与機構⼈材育成セミナー「内部質
保証ワークショップ」（平成29年度⼤学改⾰⽀援・学位授与機構⼈材育成セミナー「内部質保証ワークショップ」）資料より
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林隆之 2018 「教育の内部質保証に関するガイドライン」 平成29年度⼤学改⾰⽀援・学位授与機構⼈材育成セミナー「内部質
保証ワークショップ」（平成29年度⼤学改⾰⽀援・学位授与機構⼈材育成セミナー「内部質保証ワークショップ」）資料より
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8
林隆之 2018 「教育の内部質保証に関するガイドライン」 平成29年度⼤学改⾰⽀援・学位授与機構⼈材育成セミナー「内部質

保証ワークショップ」（平成29年度⼤学改⾰⽀援・学位授与機構⼈材育成セミナー「内部質保証ワークショップ」）資料より



要 件
1. 教育研究活動等の質及び学⽣の学習成果の⽔準を継続的に維持，向上を図る（内部質保

証）のための機関としての組織（機関別内部質保証組織）がある
2. それぞれの教育課程の編成，実施および学習成果について責任をもつ基本的な教育研究

組織（学部・研究科等）が定められている
3. それぞれの教育課程の編成，実施および学習成果について点検・評価の実施⽅法及び点

検すべき項⽬が定められている
4. それぞれの教育課程の教育課程と学習成果について点検・評価が実施されている
5. それぞれの教育課程に関する点検・評価の結果を機関別内部質保証組織に集約する⽅法

が定められている
6. 財務，管理運営，施設設備及び学⽣⽀援に関する点検・評価体制が整備されている
7. 教育課程の編成・実施，管理運営，施設設備，学⽣⽀援，学⽣受⼊について関係者意⾒

の聴取，集約の⼿順が明確である
8. 集約された⾃⼰点検・評価の結果の検討に対して，対応する取組を企画，実施する組織

がある
9. 点検評価によって確認された問題点のそれぞれについて，それが改善，改善の取り組み

の進捗，計画が確認されている
10. （IR）⾃⼰点検・評価を改善，向上につなげる取組のなかで，必要な情報を体系的，継

続的に収集，分析する組織的取組が効果的である
10．（意⾒聴取）学⽣を含む関係者からの意⾒を体系的，継続的に収集，分析する組織的取組

が効果的である
10．（外部評価）権威ある第三者による検証，助⾔を受け，内部質保証に対する社会的信頼が

⼀層向上していること 9



H29年度学修到達度/学⽣⽣活実態調査
（卒業時アンケート）結果
項⽬ ⼤学IRコンソーシアムの項⽬を援⽤（H29/8加⼊）

※⼤学IRコンソーシアム
設⽴：H24

⽬的：共通学⽣調査による⼤学間⽐較
会員校：53⼤学(国⽴10⼤学、公⽴4⼤学、私⽴39⼤学)

10

回収⽅法 学内ポータルサイトによるweb調査および質問紙配布
回答数 130/246（回収率 52.8％）



11

充実度・満⾜度

教育⽬標達成度，DP獲得度

DP1 獣医・農畜産融合の視点から、⾷料の⽣産から消費に⾄る過程についての関⼼が⾼く、課題解決に向け
て取り組む態度を⾝につけている

DP2 国際化社会で必要となる⾒識と基礎的コミュニケーション能⼒を⾝につけている
DP3 獣医農畜産の専⾨教育コースである下記'ユニット'の専⾨知識、技術及び課題解決に向けた基本的能⼒

を⾝につけている



12

本学の教育内容・環境にどれぐらい満⾜していますか．



13

本学の設備や学⽣⽀援制度について どの程度満⾜していますか



14

⼊学した時点と⽐べて、あなたの能力や知識はどのように変化しましたか。



15

⼤学在学中のあなたは、以下の学習や活動に対してどの程度
積極的に取り組みましたか。



16

⼊学以来、あなたは次の活動に１週間あたりどのくらいの時間を費やしましたか。



設問1　　今日のＦＤ・ＳＤ研修会に参加したことは、ご自身の教育能力の改善のために有意義でしたか？

1　非常に有意義だった 17

2　やや有意義だった 17

3　どちらともいえない 9

4　あまり有意義でなかった 2

5　まったく有意義でなかった 0

計 45

　　　　

平成29年度第3回ＦＤ・ＳＤ研修会に関するアンケート

設問3　　その他、ＦＤ・ＳＤ研修会全般に関するご意見、ご提案などがあれば自由にお書き下さい。

設問2　　今回のＦＤ・ＳＤ研修会のテーマに関連した追加の質問や意見などがありましたらお書きください。　　　

・Taｂｌeaｎｄaｔeも公開されるのでしょうか？

・クラス担当の仕事もその先生によって負担が変わると考じた。評価のやり方についても偏りがないように
ある程度実施方法を決めてほしい。

・内容は理解できたが、では具体的にはというとイメージがわかない。具体的な話はこれからするのでしょ
うか。話の関連がうまくないような感じがします。特に後段の話はまとまりがない感じでどうしたらよいのか
よくわかりませんでした。

・アンケートの回答率が50％だとバイアスがかかっているかもしれませんね。

・具体的に決まっていないためか、何をすべきかイメージを持てない。仕事が増えますね…。時間を守って
終わってほしい。間伸びしている印象がある。

・個々の先生が対応すべき内容が整理されていくんでしょうね。

・大学としての質保証の評価システムを作ってから、このようなFDをやるべきです。大切なものが何も決
まっていない段階で、末端に仕事を振り分ける話をするのは効果的ではないと思います。

・正にプロセスを明確にして６年後の評価に対応するのであれば早急に何をいかに簡略かして行うか明確
にすべきであると思う。事務局が使用しているICレコーダーなど、関連する会議についてはとりあえず記録
しておく等早めに対応すべきでは？
・評価が必要なことは理解できるが、授業評価だけでも学生からの評価が悪く、アンケート自体が形骸化し
てしまうのではないか。※授業評価をポータルサイトで行うようになってから一度にアンケート回答するの
で、かなり適当に答えているという声も（学生から）聞くようになった。

・来年度以降ますます大変になる。（個々の労力が増大する）しかし``教育の内部質保証``のためには
我々も協力を惜しんではいられないと思う。

・内部質保証監査チームが有効に機能していないのでは？（PDCAのC→Aの手段が不明確）　第3巡目の
認証評価においては、内部保証重視の評価方針が示されております。また、教育の質保証に関するガイド
ライン対応も必須になりますので本日の内容がガイドラインに沿うものであるよう点検をお願いいたしま
す。また教育内容については自己点検のみならず法人評価以外の外部評価の実施もガイドラインで求め
られておりますので、ご検討頂くとともに自己点理結果は定期的に実施するとともに、外部にも伝わるよう
ホームページに公開するなど、広く公表されることが望ましい。レビューは日常的に行うもの、IRデータをネ
タに教員間の活発な議論が教育改善に活かされるよう、IR室との連携を深めて頂きたい。

・ISO22000の構策と同じですね…方針、目標、SOP、チェックシートとして、定例評価会議とトップマネジメ
ント。これを回していく。そうなるとSOPとチェックシートがまだできていない感じですね。



・本アンケート結果は何等かの形で研修会が有意義なものになるよう改善につなげてほしい。

・本日の統計関係のハンドアウトは小さすぎて全く意味を成さない。

・資料の文字が小さすぎます。せっかくの情報なのに読む気がしなくなっちゃいます。文字の小さな資料は
1ページ1スライドで印刷するなどして下さい。スライドも文字小さくて読めない→まずここから改善しない
と！

・卒論時期などは日程を検討頂ければ幸いです。

・パワーポイントの字が小さすぎるものがあったのでご検討ください。（お忙しいことは十分わかりますが。）

・入学試験別→卒業・就職（進路）・状況結果　とくにユニット別評価→これらに基づく全学としての今後の
方向性議論
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